
Ⅰ　資産の部

 １．流動資産

 　現金預金 66,106,081 44,163,563 21,942,518

 　前払金 5,725,670 5,900,371 △ 174,701

　　　流動資産合計 71,831,751 50,063,934 21,767,817

 ２．固定資産

 (１) 基本財産

 　普通預金 644,822,460 39,286,427 605,536,033

 　投資有価証券 9,985,738,622 10,667,783,537 △ 682,044,915

　　　基本財産合計 10,630,561,082 10,707,069,964 △ 76,508,882

 (２) 特定資産

 　退職給付引当資産 13,365,000 13,444,100 △ 79,100

 　役員退職慰労引当資産 6,528,400 2,398,200 4,130,200

 　 地域貢献民間事業活動等支援積立資産 0 108,000,000 △ 108,000,000

　 財政調整積立資産 304,000,000 324,000,000 △ 20,000,000

　　　特定資産合計 323,893,400 447,842,300 △ 123,948,900

 (３) その他固定資産

 　建物付属設備 11,018,361 12,758,094 △ 1,739,733

 　什器備品 315,422 431,486 △ 116,064

 　リース資産 8,078,016 12,413,193 △ 4,335,177

 　敷金 24,601,960 24,782,960 △ 181,000

　　　その他固定資産合計 44,013,759 50,385,733 △ 6,371,974

　　　固定資産合計 10,998,468,241 11,205,297,997 △ 206,829,756

　　　資産合計 11,070,299,992 11,255,361,931 △ 185,061,939

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

 　未払金 3,237,157 2,842,125 395,032

 　預り金 3,482,108 2,475,630 1,006,478

 　リース債務 4,363,150 4,415,400 △ 52,250

 　賞与引当金 4,999,195 4,713,823 285,372

 　役員賞与引当金 3,671,175 3,562,780 108,395

　　　流動負債合計 19,752,785 18,009,758 1,743,027

　２．固定負債

 　リース債務 4,104,100 8,467,250 △ 4,363,150

　 退職給付引当金 13,365,000 13,444,100 △ 79,100

 　役員退職慰労引当金 6,528,400 2,398,200 4,130,200

　　　固定負債合計 23,997,500 24,309,550 △ 312,050

　　　負債合計 43,750,285 42,319,308 1,430,977

貸　借　対　照　表
令和６年３月３１日現在

当 年 度 前 年 度 増 減

(単位:円）



Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

 寄付金 10,630,561,082 10,707,069,964 △ 76,508,882

指定正味財産合計 10,630,561,082 10,707,069,964 △ 76,508,882

　　　　（うち基本財産への充当額） ( 10,630,561,082 ) ( 10,707,069,964 ) ( △ 76,508,882 )

　　　　（うち特定資産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　２．一般正味財産 395,988,625 505,972,659 △ 109,984,034

　　　　（うち基本財産への充当額） ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　（うち特定資産への充当額） ( 304,000,000 ) ( 432,000,000 ) ( △ 128,000,000 )

正味財産合計 11,026,549,707 11,213,042,623 △ 186,492,916

負債及び正味財産合計 11,070,299,992 11,255,361,931 △ 185,061,939

（注）実施事業資産については、「財務諸表に対する注記」に記載している。

(単位:円）

当　　年　　度 前 年 度 増　　　　　減



Ⅰ 一般正味財産増減の部

１. 経常増減の部

(１)経常収益

基本財産運用益 150,707,865 135,254,023 15,453,842

 基本財産受取利息 120,954,619 123,008,510 △ 2,053,891

 基本財産受取配当金 29,753,246 12,245,513 17,507,733

特定資産運用益 1,759,938 1,643,618 116,320

 特定資産受取利息 1,759,938 1,643,618 116,320

 受取補助金等 305,800,000 308,900,000 △ 3,100,000

受取民間助成金 305,800,000 308,900,000 △ 3,100,000

 雑収益 479 312,938 △ 312,459

受取利息 479 1,513 △ 1,034

雑収益 0 311,425 △ 311,425

経常収益計 458,268,282 446,110,579 12,157,703

(２)経常費用

 事業費 515,604,290 483,195,014 32,409,276

役員報酬 28,292,725 25,952,991 2,339,734

給料手当　 48,628,529 43,926,482 4,702,047

臨時雇賃金 47,920,745 45,094,125 2,826,620

賞与引当金繰入額 4,499,276 4,242,441 256,835

役員賞与引当金繰入額 3,304,058 3,206,503 97,555

退職給付費用　 1,840,410 2,125,000 △ 284,590

役員退職慰労金 0 1,541,700 △ 1,541,700

役員退職慰労引当金繰入額 3,717,180 2,158,000 1,559,180

福利厚生費 18,549,350 16,557,570 1,991,780

給与等負担金 33,707,752 27,488,889 6,218,863

会議費 5,036,370 1,574,097 3,462,273

旅費交通費 24,175,501 19,670,658 4,504,843

通信運搬費 7,382,469 6,987,636 394,833

減価償却費 5,571,877 5,804,458 △ 232,581

消耗什器備品費 866,522 0 866,522

消耗品費 1,405,367 1,383,175 22,192

図書費 630,303 603,829 26,474

修繕費 1,724,047 1,644,924 79,123

印刷製本費 16,824,355 12,455,564 4,368,791

光熱水料費 1,728,265 2,023,810 △ 295,545

賃借料 28,283,016 28,283,016 0

事務所費 8,677,752 8,677,752 0

諸謝金 6,292,500 5,890,000 402,500

租税公課 189,810 212,490 △ 22,680

支払負担金 576,000 576,000 0

支払助成金 144,499,000 149,714,000 △ 5,215,000

調査委託費 43,451,980 42,292,294 1,159,686

業務委託費 10,970,427 7,154,844 3,815,583

支払派遣料 13,598,033 13,092,359 505,674

研修費 29,700 0 29,700

支払手数料 3,224,071 2,860,407 363,664

雑費 6,900 0 6,900

正味財産増減計算書

(単位:円）

  科  　　　 　　 　　 　目 当 年 度 前 年 度 増 減

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで



(単位:円）

  科  　　　 　　 　　 　目 当 年 度 前 年 度 増 減

 管理費 52,648,026 49,591,970 3,056,056

役員報酬 8,053,636 7,773,664 279,972

給料手当　 4,845,761 4,331,725 514,036

臨時雇賃金 1,483,861 1,479,793 4,068

賞与引当金繰入額 499,919 471,382 28,537

役員賞与引当金繰入額 367,117 356,277 10,840

退職給付費用　 204,490 236,500 △ 32,010

役員退職慰労金 0 171,300 △ 171,300

役員退職慰労引当金繰入額 413,020 240,200 172,820

福利厚生費 1,395,388 1,034,189 361,199

会議費 506,920 503,953 2,967

旅費交通費 568,726 381,196 187,530

通信運搬費 316,461 304,591 11,870

減価償却費 619,097 644,940 △ 25,843

消耗什器備品費 96,281 0 96,281

消耗品費 85,382 94,343 △ 8,961

図書費 70,034 67,090 2,944

修繕費 191,561 182,772 8,789

印刷製本費 171,487 114,556 56,931

光熱水料費 192,027 224,865 △ 32,838

賃借料 3,088,128 3,088,128 0

事務所費 964,188 964,188 0

保険料 180,930 180,292 638

諸謝金 77,500 0 77,500

租税公課 23,153,703 21,790,026 1,363,677

支払負担金 64,000 64,000 0

渉外費 406,550 208,445 198,105

業務委託費 9,636 7,370 2,266

支払派遣料 1,510,890 1,454,702 56,188

研修費 4,840 22,280 △ 17,440

支払手数料 3,106,493 3,199,203 △ 92,710

経常費用計 568,252,316 532,786,984 35,465,332

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 109,984,034 △ 86,676,405 △ 23,307,629

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 109,984,034 △ 86,676,405 △ 23,307,629

２. 経常外増減の部

(１) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0

(２) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 109,984,034 △ 86,676,405 △ 23,307,629

一般正味財産期首残高 505,972,659 592,649,064 △ 86,676,405

一般正味財産期末残高 395,988,625 505,972,659 △ 109,984,034

Ⅱ 指定正味財産増減の部指定正味財産増減の部

基本財産評価損益等 △ 76,508,882 △ 42,930,036 △ 33,578,846

当期指定正味財産増減額 △ 76,508,882 △ 42,930,036 △ 33,578,846

指定正味財産期首残高 10,707,069,964 10,750,000,000 △ 42,930,036

指定正味財産期末残高 10,630,561,082 10,707,069,964 △ 76,508,882

Ⅲ 正味財産期末残高 11,026,549,707 11,213,042,623 △ 186,492,916



Ⅰ 一般正味財産増減の部

１. 経常増減の部

(１)経常収益

基本財産運用益 150,707,865 150,707,865

 基本財産受取利息 120,954,619 120,954,619

 基本財産受取配当金 29,753,246 29,753,246

特定資産運用益 1,759,938 1,759,938

 特定資産受取利息 1,759,938 1,759,938

 受取補助金等 305,800,000 305,800,000

受取民間助成金 305,800,000 305,800,000

 雑収益 479 479

受取利息 479 479

経常収益計 305,800,000 152,468,282 0 458,268,282

(２)経常費用

 事業費 515,604,290 515,604,290

役員報酬 28,292,725 28,292,725

給料手当　 48,628,529 48,628,529

臨時雇賃金 47,920,745 47,920,745

賞与引当金繰入額 4,499,276 4,499,276

役員賞与引当金繰入額 3,304,058 3,304,058

退職給付費用　 1,840,410 1,840,410

役員退職慰労引当金繰入額 3,717,180 3,717,180

福利厚生費 18,549,350 18,549,350

給与等負担金 33,707,752 33,707,752

会議費 5,036,370 5,036,370

旅費交通費 24,175,501 24,175,501

通信運搬費 7,382,469 7,382,469

減価償却費 5,571,877 5,571,877

消耗什器備品費 866,522 866,522

消耗品費 1,405,367 1,405,367

図書費 630,303 630,303

修繕費 1,724,047 1,724,047

印刷製本費 16,824,355 16,824,355

光熱水料費 1,728,265 1,728,265

賃借料 28,283,016 28,283,016

事務所費 8,677,752 8,677,752

諸謝金 6,292,500 6,292,500

租税公課 189,810 189,810

支払負担金 576,000 576,000

支払助成金 144,499,000 144,499,000

調査委託費 43,451,980 43,451,980

業務委託費 10,970,427 10,970,427

支払派遣料 13,598,033 13,598,033

研修費 29,700 29,700

支払手数料 3,224,071 3,224,071

雑費 6,900 6,900

法人会計 合　　計

正味財産増減計算書内訳表
令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

内部取引等消去

(単位:円）

  科  　　　 　　 　　 　目 実施事業等会計



法人会計 合　　計内部取引等消去

(単位:円）

  科  　　　 　　 　　 　目 実施事業等会計

 管理費 52,648,026 52,648,026

役員報酬 8,053,636 8,053,636

給料手当　 4,845,761 4,845,761

臨時雇賃金 1,483,861 1,483,861

賞与引当金繰入額 499,919 499,919

役員賞与引当金繰入額 367,117 367,117

退職給付費用　 204,490 204,490

役員退職慰労引当金繰入額 413,020 413,020

福利厚生費 1,395,388 1,395,388

会議費 506,920 506,920

旅費交通費 568,726 568,726

通信運搬費 316,461 316,461

減価償却費 619,097 619,097

消耗什器備品費 96,281 96,281

消耗品費 85,382 85,382

図書費 70,034 70,034

修繕費 191,561 191,561

印刷製本費 171,487 171,487

光熱水料費 192,027 192,027

賃借料 3,088,128 3,088,128

事務所費 964,188 964,188

保険料 180,930 180,930

諸謝金 77,500 77,500

租税公課 23,153,703 23,153,703

支払負担金 64,000 64,000

渉外費 406,550 406,550

業務委託費 9,636 9,636

支払派遣料 1,510,890 1,510,890

研修費 4,840 4,840

支払手数料 3,106,493 3,106,493

経常費用計 515,604,290 52,648,026 0 568,252,316

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 209,804,290 99,820,256 0 △ 109,984,034

評価損益等計 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 209,804,290 99,820,256 0 △ 109,984,034

２. 経常外増減の部

(１) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0

(２) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 209,804,290 99,820,256 0 △ 109,984,034

一般正味財産期首残高 505,972,659

一般正味財産期末残高 395,988,625

Ⅱ 指定正味財産増減の部指定正味財産増減の部

基本財産評価損益等 0 △ 76,508,882 0 △ 76,508,882

当期指定正味財産増減額 0 △ 76,508,882 0 △ 76,508,882

指定正味財産期首残高 10,707,069,964

指定正味財産期末残高 10,630,561,082

Ⅲ 正味財産期末残高 11,026,549,707

(注) 貸借対照表を実施事業等会計及び法人会計別に区分していないため、一般正味財産期首残高、一般正味財産

期末残高、指定正味財産期首残高、指定正味財産期末残高及び正味財産期末残高は、合計欄のみ記載している。



１ 重要な会計方針

(１) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券・・・・・ 取得価額によっている。なお、取得価額と債券金額との差額について重要性が乏

しいため、償却原価法は採用していない。

その他の有価証券・・期末日の市場価格等による時価法によっている。

(２) 固定資産の減価償却方法

建物付属設備及び什器備品・・ 定額法によっている。

リース資産・・・・・・・・・ リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

(３) 引当金の計上基準

賞与引当金・・・・・・ 職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当年度に帰属する金額を計上

している。

役員賞与引当金・・・・・・役員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当年度に帰属する金額を計上

している。

退職給付引当金・・・・ 職員の退職給付に備えるため、期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。

役員退職慰労引当金・・ 役員の退職慰労金の支給に備えるため、期末要支給額に相当する金額を計上している。

(４) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理・・ 税込方式によっている。

２ 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位:円）

基　本　財　産

特　定　資　産

基本財産の投資有価証券の当期減少額は、基本財産評価損益等△76,508,882円が含まれている。

611,711,133 812,168,915 10,954,454,482 

財政調整積立資産 0 20,000,000 304,000,000 

6,175,100 130,124,000 323,893,400 

324,000,000 

447,842,300 

11,154,912,264 

役員退職慰労引当資産 4,130,200 0 6,528,400 

0 108,000,000 0 地域貢献民間事業活動等支援積立資産

退職給付引当資産 2,044,900 2,124,000 13,365,000 

2,398,200 

108,000,000 

財務諸表に対する注記

当期増加額 当期減少額 当期末残高

投資有価証券 0 682,044,915 9,985,738,622 

小　　計 605,536,033 682,044,915 10,630,561,082 

普通預金 605,536,033 0 644,822,460 

科　　　　　目

小　　計

合　　　　　計

前期末残高

39,286,427 

10,667,783,537 

10,707,069,964 

13,444,100 



３ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位:円）

基本財産

特定資産

４ 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位:円）

建物付属設備

什器備品

リース資産

５ 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

(単位:円）

基　本　財　産

地方債 東京都第12回住宅供給公社債

事業債 東京地下鉄㈱第49回社債他20銘柄

新関西国際空港第36回他3銘柄

外債(円建) 国際金融公社債他27銘柄

財政調整積立資産

外債(円建) JPﾓﾙｶﾞﾝ・ﾁｪｰｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ

６ 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位:円）

助　成　金

(一財)日本宝くじ協会

(一財)市町村振興協会

0 305,800,000 305,800,000 0 合　　　　　計

地域産業振興支援事業助成金 0 295,900,000 295,900,000 0 

情報誌発行事業助成金 0 9,900,000 9,900,000 0 

9,105,196,512 8,821,436,400 △ 283,760,112 

補助金等の名称 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上の

記載区分交 付 者

100,000,000 95,066,600 △ 4,933,400 

100,000,000 95,066,600 △ 4,933,400 

4,583,935,815 4,465,424,600 △ 118,511,215 

9,005,196,512 8,726,369,800 △ 278,826,712 

2,923,398,235 2,804,178,200 △ 119,220,035 

1,297,959,000 1,252,939,300 △ 45,019,700 

199,903,462 203,827,700 3,924,238 

40,889,853 19,411,799 

帳簿価額 時　価 評価損益

12,214,302 315,422 

21,675,888 13,597,872 8,078,016 

減価償却累計額 当期末残高

26,096,040 15,077,679 11,018,361 

取得価額

12,529,724 

( 0 ) ( 304,000,000 ) ( 19,893,400 )

( 10,630,561,082 ) ( 304,000,000 ) ( 19,893,400 )

( 0 ) ( 0 ) -

( 0 ) ( 304,000,000 ) -

( 0 ) ( 0 ) ( 13,365,000 )

役員退職慰労引当資産 ( 0 ) ( 0 ) ( 6,528,400 )

( 10,630,561,082 ) ( 0 ) -10,630,561,082 

13,365,000 

6,528,400 

投資有価証券 ( 9,985,738,622 ) ( 0 ) -

普通預金 ( 644,822,460 ) ( 0 ) -644,822,460 

9,985,738,622 

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

当期末残高

0 

304,000,000 

323,893,400 

10,954,454,482 

退職給付引当資産

財政調整積立資産

地域貢献民間事業活動等支援積立資産

その他利付債券

60,301,652 

-

-

科　　　　　目

小　　計

小　　計

合　　　　　計

科　　　　　目

合　　　　　計

種　類　及　び　銘　柄

小　　計

小　　計

合　　　　　計



７ その他

(１) 実施事業資産の状況

実施事業資産の当期末残高は、次のとおりである。

(単位:円）

建物付属設備

什器備品

リース資産

(２) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当法人は、法人運営の財源の一部を運用益によって賄うため、債券（デリバティブ取引を組み込んだ債券、債券

ＥＴＦを含む）により資産運用する。

② 金融商品の内容及びそのリスク

投資有価証券は、債券(デリバティブ取引を組み込んだ債券、債券ＥＴＦを含む)であり、発行体の信用リスク、

市場リスク（金利の変動リスク、為替の変動リスク及び市場価格の変動リスク）がある。

なお、保有債券の発行体格付については、少なくとも１格付機関以上がＡ以上に格付けされている。また、債券ＥＴＦ

については、原則として投資適格債を対象としている。

③ 金融商品のリスクに関わる管理体制

・資金運用規程に基づく取引

　金融商品の取引は、当法人の「基本財産等の資産の運用に関する基本方針」に基づき行う。

・信用リスクの管理

　投資有価証券については、発行体の信用情報や時価の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。

合　　　　　計 17,470,617 

283,879 

7,270,215 

科　　　　　目 帳簿価額

9,916,523 



１ 基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記において記載している。

２ 引当金の明細

 　　(単位:円）

目的使用 その他

4,713,823 4,999,195 4,713,823 0 4,999,195

3,562,780 3,671,175 3,562,780 0 3,671,175

13,444,100 2,044,900 2,124,000 0 13,365,000

2,398,200 4,130,200 0 0 6,528,400

賞与引当金

役員賞与引当金

退職給付引当金

役員退職慰労引当金

附　属　明　細　書

科　　　　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高



 
令和  ５年 ５月 ２２日 

 
 
 

監 査 報 告 書 

 
 
 
 
 
 一般財団法人地域総合整備財団 
    理事長 末宗 徹郎 様 
 
 
 
 
                         監事    井 原 好 英 
 
 
 
                         監事    佐 藤 和 寿 
 
 
 
令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの事業年度の理事の職務の執行に関して、本監査報告

書を作成し、次のとおり報告いたします。 
 

記 
 
１ 監査の方法及びその内容 
  私たち監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境整備に努めると 
 ともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況について報告 
 を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしま 
 した。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告について検討いたしました。 
  さらに、会計帳簿又はこれに関する会計資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸借対
照表及び正味財産増減計算書等）及びその附属明細書並びに公益目的支出計画実施報告書について検
討いたしました。 

 
 
２ 監査意見 
（１）事業報告等の監査結果 
   ①事業報告は、法令及び定款に従い、当法人の状況を正しく示しているものと認めます。 
  ②理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま 

せん。 
 

（２）計算書類及びその附属明細書監査結果 
   計算書類及びその附属明細書は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に 

示しているものと認めます。 
 
（３）公益目的支出計画実施報告書の監査結果 
   公益目的支出計画実施報告書は法令又は定款に従い、当法人の公益目的支出計画の実施の状況を 

正しく示しているものと認めます。 
 


